
小

林

喜
代
司

議
員
（
新
栄
会
）

水

野

恭

子

議
員
（
共
産
党
）

米

澤

修

司

議
員
（
民
主
党
）

櫻

井

立

志

議
員
（
公
明
党
）

健
康
を
支
え
る
社
会
的

な
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
は
。

保
健
福
祉
部
長

健
康
を

社
会
全
体
で
進
め
る
こ
と
は

大
変
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
取
り
組
む
健
康

増
進
計
画
策
定
を
通
し
て
推

進
し
て
い
き
た
い
。

が
進
め
る
健
康

都
市
へ
の
参
加
の
考
え
は
。

保
健
福
祉
部
長

健
康
を

視
点
に
し
た
都
市
の
基
本
構

想
と
認
識
す
る
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
参
加
す
る
考
え
は
な

い
。
今
後
は
、
先
進
事
例
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
の
待
機
者
増
加
に
つ
い
て
、

そ
の
解
消
策
は
。

保
健
福
祉
部
長

平
成

年
度
ま
で
に
近
隣
市
に
お
い

て
、
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
当
面
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
努
め
る
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
の
導
入
の
考
え
は
。

保
健
福
祉
部
長

無
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
関
係
か
ら
、

慎
重
に
研
究
す
べ
き
課
題
で

あ
る
。甘

南
備
園
設
置
予
定
の

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
進
捗

状
況
と
、
今
後
の
展
開
は
。

経
済
環
境
部
長

１
月
中

旬
に
着
工
す
る
予
定
。
他
の

公
共
施
設
へ
の
展
開
は
、
新

た
な
施
設
の
建
設
時
に
検
討

し
、
進
め
る
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
設
置
費
用
の
助
成

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

経
済
環
境
部
長

近
隣
市

町
の
調
査
、
国
の
動
向
を
見

据
え
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

介護予防で行われているピンピン教室

携
帯
電
話
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
に
向
け
、
公
共
施
設
に

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
。

経
済
環
境
部
長

回
収
後

の
適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー

ト
の
確
保
が
困
難
で
あ
り
、

早
急
の
設
置
は
考
え
て
い
な

い
。
今
後
、
先
進
地
の
事
例

等
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
策
定
の
進
捗
状
況
は
。
ま

た
、
今
年
度
選
定
の
重
点
整

備
地
区
は
決
ま
っ
た
の
か
。

建
設
部
長

平
成

年
度

策
定
に
向
け
て
、
高
齢
・
障

が
い
者
、
道
路
・
鉄
道
管
理

者
、
市
民
代
表
な
ど
に
よ
る

協
議
会
を
結
成
。
協
議
す
る

中
で
、
重
点
地
区
の
選
定
も

含
め
進
め
た
い
。

虚空蔵谷虚
空
蔵
堂
や
虚
空
蔵
谷

川
の
滝
な
ど
の
保
存
、
そ
し

て
歩
道
整
備
を
。

大
住
地
域
の
虚
空
蔵
堂
は
、

４
月

日
に
、
十
三
ま
い
り

で
地
域
の
方
が
大
勢
来
ら
れ
、

大
変
貴
重
な
伝
統
を
持
つ
も

の
で
あ
り
、
そ
の
奥
に
あ
る

虚
空
蔵
谷
川
の
二
つ
の
滝
は

京
田
辺
市
の
唯
一
現
存
す
る

貴
重
な
滝
で
あ
り
、
貴
重
な

植
物
も
残
さ
れ
て
い
る
。
観

光
地
と
し
て
ま
た
自
然
を
ま

も
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
が
、

こ
こ
へ
の
通
路
の
路
肩
が
く

ず
れ
た
り
、
木
が
倒
れ
て
い

た
り
と
大
変
危
険
な
状
況
で

あ
る
。
現
在
、
地
元
の
方
が

お
世
話
さ
れ
て
い
る
が
、
高

齢
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

通
路
は
破
壊
さ
れ
か
ね
な
い
。

観
光
地
と
し
て
、
市
が
守
る

べ
き
と
考
え
る
が

市
の
考

え
は
。

教
育
部
長

こ
の
周
辺
は
、

京
田
辺
市
の
三
十
景
に
も
登

録
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
方

々
か
ら
、
ご
意
見
を
お
聴
き

し
、
対
処
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

保
育
所
の
待
機
児
童
を

な
く
す
た
め
、
早
期
に
北
部

景観の保存が望まれる
虚空蔵谷川の滝

地
域
に
保
育
所
建
設
を
。

北
部
地
域
の
住
宅
開
発
に

伴
い
、
若
い
世
代
が
増
え
、

ま
た
近
年
の
経
済
不
況
で
共

働
き
の
家
庭
が
増
え
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
京
田
辺

市
で
は
、
現
在
１
歳
児
に
つ

い
て
は
、
ど
の
保
育
園
に
も

入
れ
な
い
。
特
に
３
歳
児
未

満
の
児
童
に
つ
い
て
、
待
機

児
童
数
が
多
い
。
待
機
児
童

の
解
消
は
、
経
済
の
発
展
や

子
育
て
の
問
題
で
も
大
変
重

要
で
あ
り
、
年
度
途
中
か
ら

で
も
受
け
入
れ
る
緊
急
措
置

が
求
め
ら
れ
る
。
プ
レ
ハ
ブ

建
設
に
よ
る
緊
急
保
育
施
設

や
認
可
外
保
育
利
用
者
へ
の

保
育
料
負
担
軽
減
、
一
時
保

育
所
を
増
や
す
な
ど
の
施
策

が
必
要
だ
。
来
年
４
月
に
お

い
て
、
保
育
希
望
者
の
全
員

受
け
入
れ
、
待
機
児
童
は
出

さ
な
い
決
意
と
早
急
に
北
部

地
域
に
保
育
所
増
設
を
。

保
健
福
祉
部
長

待
機
児

童
を
出
さ
な
い
よ
う
努
力
し

た
い
。
北
部
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
用
地
確
保
等
に
つ
い

て
詰
め
の
協
議
を
行
っ
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
具
体
的
な
計
画
を
示
し
て

い
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

近鉄新田辺駅
西 口

近
鉄
新
田
辺
駅
西
口
地

域
は
本
市
の
玄
関
口
と
し
て

整
備
さ
れ
店
舗
も
多
く
あ
り

通
行
さ
れ
る
人
も
多
く
、
ま

さ
に
本
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ

わ
し
い
活
気
の
あ
る
姿
で
あ

る
。
し
か
し
、
最
近
特
に
西

口
一
帯
で
の
夜
間
の
バ
イ
ク

の
騒
音
、
ま
た
犯
罪
に
対
す

る
不
安
の
声
が
多
く
出
て
お

り
、
地
元
区
、
自
治
会
か
ら

も
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
と
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
求
め
る

要
望
書
も
提
出
さ
れ
て
い
る

が
、
市
の
考
え
は
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

近
鉄
新
田
辺
駅
西
口
一
帯
の

騒
音
や
犯
罪
に
対
す
る
不
安

の
声
は
聞
い
て
い
る
。
市
で

は
田
辺
警
察
署
に
パ
ト
ロ
ー

ル
の
強
化
を
依
頼
し
、
現
在

田
辺
駅
前
交
番
と
連
携
し
た

夜
間
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
を
市
で
設
置
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

京
都
府
犯
罪
の
な
い
安
心
・

安
全
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基

づ
き
商
店
主
の
方
が
設
置
さ

れ
た
場
合
は
、
京
都
府
と
田

辺
警
察
署
に
対
し
て
適
切
な

協
力
を
依
頼
し
た
い
。

改
正
消
防
法
に
基
づ
き
、

２
０
１
１
年
５
月
末
ま
で
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
現
在

の
設
置
状
況
と
特
に
災
害
弱

者
で
あ
る
高
齢
者
、
障
が
い

者
世
帯
へ
の
対
策
は
。

消
防
長

住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
は

平
成

年
度
に
、
区
、
自
治

会
の
協
力
を
要
請
し
て
全
世

近鉄新田辺駅西口付近

帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
設
置
調
査
を
行
う
。
そ

の
時
に
防
火
診
断
チ
ェ
ッ
ク

表
を
配
布
し
て
各
家
庭
に
お

い
て
診
断
を
行
っ
て
い
た
だ

き
啓
発
に
努
め
た
い
。

片
町
線
の
始
発
と

最
終
電
車
を
京
田
辺
駅
ま
で

延
長
を
求
め
る
声
が
多
く
出

て
い
る
。
多
く
の
市
民
の
長

い
間
の
要
望
で
も
あ
り
木
津

駅
ま
で
７
両
化
の
工
事
終
了

後
は
延
長
さ
れ
る
の
か
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

片
町
線
複
線
化
促
進
期
成
同

盟
会
を
通
じ
て
要
望
す
る
の

が
基
本
姿
勢
で
あ
る
。
複
線

化
や
車
両
の
７
両
化
等
に
つ

い
て
は
同
盟
会
で
や
っ
て
き

た
が
最
終
電
車
の
本
市
ま
で

の
延
長
は
市
独
自
と
し
て
は

要
望
し
て
い
な
い
。

学
校
給
食

来
年
度
は
、
大
住
小
、

三
山
木
小
。

年
度
は
桃
園

小
、
田
辺
東
小
。

年
度
は

草
内
小
、
松
井
ケ
丘
小
と
三

年
間
で
計
６
校
の
学
校
給
食

調
理
業
務
を
民
間
委
託
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
が
何
が

良
く
な
る
の
か
。
平
成
８
年

の
行
革
大
綱
の
課
題
と
な
っ

て
い
た
が
、
な
ぜ
今
ま
で
放

置
さ
れ
て
き
た
の
か
。
民
間

委
託
を
進
め
て
い
る
自
治
体

で
は
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は

保
護
者
な
ど
を
含
め
た
検
討

委
員
会
の
設
置
、
モ
デ
ル
校

で
の
試
行
と
検
証
な
ど
慎
重

に
進
め
て
い
る
。
京
田
辺
市

の
場
合
３
年
間
で
６
校
、
生

徒
数
で
は

％
も
の
民
間
委

託
を
実
施
す
る
計
画
で
慎
重

さ
に
欠
け
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長

行
政
改
革
は

避
け
て
通
れ
な
い
道
、
そ
の

一
環
と
し
て
民
間
委
託
を
実

施
す
る
。
人
件
費
の
削
減
な

ど
財
政
効
果
が
期
待
で
き
る
。

削
減
さ
れ
た
財
源
で
、
各
校

に
栄
養
士
を
配
置
す
る
こ
と

や
、
給
食
室
の
ド
ラ
イ
運
用
、

給
食
備
品
の
更
新
、
食
器
の

改
善
な
ど
に
活
用
で
き
る
。

平
成
８
年
に
第
二
次
行
革
大

綱
が
策
定
さ
れ
、
民
間
委
託

の
検
討
が
提
示
さ
れ
た
が
、

当
時
は
財
政
的
に
は
緊
迫
し

た
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
平

成

年
度
に
民
間
委
託
の
基

本
計
画
、

年
度
に
実
施
計

画
を
策
定
し
て
き
た
。

公
立
幼
稚
園
の
園
児
数

は
年
々
減
っ
て
い
る
。
今
後

の
具
体
的
対
応
策
は
。

教
育
部
長

幼
児
数
は
増

加
傾
向
だ
が
、
公
立
幼
稚
園

の
入
園
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

幼
稚
園
と
保
育
園
の
制
度
の

違
い
は
あ
る
が
、
今
後
運
営

方
法
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

大
住
小
学
校
と
桃
園
小

学
校
の
今
後
の
児
童
数
の
推

移
は
、
ま
た
通
学
区
域
の
変

更
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
部
長

大
住
小
学
校

は
減
少
傾
向
が
続
く
。
桃
園

小
学
校
は
当
面
現
在
と
同
様

の
児
童
数
を
見
込
ん
で
い
る
。

現
段
階
で
は
校
区
変
更
は
考

え
て
い
な
い
。

北
部
地
域
で
の
保
育
所

整
備
の
進
捗
状
況
は
。

保
健
福
祉
部
長

用
地
確

保
に
つ
い
て
詰
め
の
協
議
中

で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
早
く

具
体
的
計
画
を
示
し
た
い
。

児童たちで給食を配膳する様子

年（平成 年） 月 日


